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新しく入った本の紹介

図書通信

あぁ、とても良い本を読んだ」と、読了後に静かに深呼吸した

くなるような本。夫から一方的に離婚を切り出された薫子は、

その傷が癒える間もなく突然溺愛していた弟が急死してしま

う。自暴自棄になり酒に溺れるようになった薫子は、弟の元恋

人せつなに会い、彼女が勤める家事代行サービス「カフネ」を

手伝うようになる…。タイトルの「カフネ」とは、ポルトガル

語で「愛する人の髪にそっと指を通す仕草」のこと。人は決し

て見かけ通りではなく、少なからず孤独や喪失感を抱えていて

る。まるで水と油のように正反対の薫子とせつなが、互いにぶ

つかり合いもがきながらも人生を再生していくストーリー。重

いテーマで心がヒリヒリするものの、なんとも切なく優しい余

韻に浸る一冊である。本屋大賞1位

著者は、アラサー女性書店員を主人公とした『店長がバカすぎ

て』で2020年＜本屋大賞＞にノミネートされ、全国の書店員の

熱い支持を得たが、今作『アルプス席の母』は甲子園を目指す

高校球児の「母親」視点で描かれた野球小説である。看護師を

しながら女手ひとつで一人息子の航太郎を育てている菜々子。

彼女は、湘南のシニアリーグで活躍する息子をなんとか甲子園

常連校に入れてあげたいと思うものの、実際に航太郎が選んだ

のは大阪にある新興校だった。不慣れな土地での暮らし、父母

会のしがらみ、そして野球を続ける上で重くのしかかってくる

お金の話。高校野球の裏の部分をリアルに描きつつも、後半は

爽快感あふれる展開に落涙必至！一心に夢を追うことの大切さ

を教えてくれる。本屋大賞２位

人はなぜ小説を読むのか。フィクションを読むのか。非常に感

想が難しい本ではあるが、少なくとも読書好きな人には確実に

＂刺さる＂物語である。前半は本をこよなく愛する2人の少年

の読書ライフが描かれているのであるが、後半は宇宙、生命の

進化までさかのぼり、一気にファンタジーな展開に様変わりす

る。「小説を読むだけじゃだめなのか。」その答えを安易に読

者に委ねることをせず、明確な回答を導き出してくれる＂小説

讃歌＂であると同時に、あまりにもスケールが大きな傑作小

説。野崎まどさんはこれまで『know』や『タイタン』などSF

小説作家というイメージが強かったが、改めて作家としての引

き出しの多さを見せつけてくれる。　本屋大賞３位

刊行後に即重版となり一時期はどこの店でも売り切れ続出で話

題となった『禁忌の子』。著者の山口未桜さんは消化器内科医

として勤務する現役女性医師であり、審査員が満場一致で選出

した「第34回鮎川哲也賞」受賞作。救急医の武田の元に搬送さ

れてきた一体の溺死体。身元不明のその遺体は、武田と瓜二つ

の容貌をしていた。その男は武田とどんな関係があるのか？な

ぜ彼は死んだのか？殺されたのか？続きが気になって仕方がな

い＜医療×本格ミステリ小説＞は本当に稀で、ラストで「禁忌

の子」というタイトルに込められた真実がわかったとき思わず

戦慄が走る。元同級生の容姿端麗な医師・城崎とのバディもの

としても秀逸。2025年には続編として『白魔の檻』の刊行が予

定されている。本屋大賞４位

本屋大賞ノミネート常連作家、一穂ミチさん。2022年には『ス

モールワールズ』、2023年には『光のとこにいてね』、そして

今年2025年は『恋とか愛とかやさしさなら』でノミネートされ

た。プロポーズされた翌日に、恋人が盗撮で捕まったとしたら

あなたはどうしますか？5年も交際していて、この人以外結婚

を考えられないという男性だとしたら。盗撮は、どんなに環境

を変えようとも、必ずどこからか情報は漏れ、噂も罪も一生つ

いてまわるものである。「愛情」とは年を重ねるごとに「愛」

よりも「情」の部分が大きくなっていくのだろう。加害者の恋

人、肉親、さまざまな人たちを巻き込みながら波紋を巻き起こ

していく本作。重いテーマながら、非常に心に刻まれる一冊。

本屋大賞第７位

2022年本屋大賞にノミネートされた『正欲』から3年半。前作

も社会的マイノリティ、多様性についての事実を突きつけられ

る衝撃作であったが、今作『生殖記』はそれを上回る話題作で

ある。タイトルからも想像できる通り、なんと語り手は主人

公・尚成の生殖本能。それが人格を持ち、尚成を観察・分析し

つつコミカルな口調で語られていくという作品。『正欲』同様

に、本書もマイノリティを描いた作品だが、この作品の表現を

借りるなら「同性愛個体」としての価値観や居場所を決めるの

は当然のように「異性愛個体」だという大いなる矛盾。「同性

愛個体」がコミュニティの中で折り合いをつけなければいけな

い現実と、「ヒト」としての社会的な幸福について考えさせら

れる一冊である。本屋大賞８位

『死んだ山田と教室』は、【第65回メフィスト賞】【王様のブ

ランチBOOK大賞2024】など、早くもさまざまな賞を受賞して

いる話題作！夏休みが終わる直前、飲酒運転の車に轢かれて死

んだ二年E組の人気者・山田。突然の山田の死を嘆くクラスメ

イトたちの前に、教室のスピーカーに憑依した山田の魂が声だ

けになって帰って来る。男子高校生のバカ話やくだらないノリ

が楽しい前半から一転して、後半はシリアスな展開に。生きて

いる限り、人は成長していくもの。あっと言う間に楽しい青春

時代は過ぎ去っても、死んだ山田は青春に囚われたまま。友

情、孤独、何とも言えぬ寂寥感。きっと、学生時代のおぼろげ

な記憶にノスタルジーを感じるようになった大人にこそ響く物

語。本屋大賞９位

竜の騎手たちが魔法の力で守る国ナヴァール。書記官を目指し

ていた二十歳のヴァイオレットは、軍の司令官である母親の命

令で、バスギアス軍事大学で騎手を目指すことに。だがそこ

は、入学者の大半が過酷な訓練で命を落とす、死と隣り合わせ

の場所だった！　彼女は所属する第四騎竜団（フォース・ウィ

ング）の冷酷で有能な団長ゼイデンにも命を狙われることに。

ヴァイオレットを待ち受ける極限状態での恋、友情、そして命

懸けの戦いの行方は――アメリカで400万部以上を売り上げ、

書評サイトGoodreadsで130万人が★5.0と評価、この１冊でロ

マンス要素のあるファンタジー「ロマンタジー」の大ブームを

巻き起こした話題のベストセラー〈フォース・ウィング〉シ

リーズ開幕。

ミステリ作家の卵であるアニーは、大叔母の住む

村に招かれた。大きな屋敷に住む資産家の大叔母

は、16歳のときに占い師から告げられた、いつ

かおまえは殺されるという予言を信じ続けてお

り、奇妙な老婦人として知られている。アニーが

屋敷に到着すると、大叔母は図書室の床に倒れて

死んでいた。両手には血がついていて、そばには

白薔薇が落ちていた。予言が的中したときのため

に大叔母が約60年をかけて調査した記録を手が

かりに、アニーは犯人探しに挑む。犯人当てミス

テリの大傑作！

作家のキョンハは、虐殺に関する小説を執筆中に、何かを暗示するような

悪夢を見るようになる。ドキュメンタリー映画作家だった友人のインソン

に相談し、短編映画の制作を約束した。済州島出身のインソンは10代の

頃、毎晩悪夢にうなされる母の姿に憎しみを募らせたが、済州島４・３事

件を生き延びた事実を母から聞き、憎しみは消えていった。後にインソン

は島を出て働くが、認知症が進む母の介護のため島に戻り、看病の末に看

取った。キョンハと映画制作の約束をしたのは葬儀の時だ。それから４年

が過ぎても制作は進まず、私生活では家族や職を失い、遺書も書いていた

キョンハのもとへ、インソンから「すぐ来て」とメールが届く。病院で激

痛に耐えて治療を受けていたインソンはキョンハに、済州島の家に行って

鳥を助けてと頼む。キョンハは彼女が４年間ここで何をしていたかを知

る。インソンの母が命ある限り追い求めた真実への情熱も……生きる力を

取り戻そうとする女性同士が、歴史に埋もれた人々の激烈な記憶と痛みを

受け止め、未来へつなぐ再生の物語。アジア女性初のノーベル文学賞作

家・最新作

数百年先に帰ってくるかもしれない。懐か

しい、この浜辺に――。なんとかウミガメ

の卵を孵化させ、自力で育てようとする徳

島の中学生の女の子。老いた父親のために

隕石を拾った場所を偽る北海道の身重の女

性。山口の島で、萩焼に絶妙な色味を出す

という伝説の土を探す元カメラマンの男―

―。今日も日本のどこかで大切な何かを受

け継ぐ人がいる。科学だけが気づかせてく

れる明日、５つの物語。第１７２回直木賞

よく耳にするけれど、一度としてその現物を見た

ことがない。そういうものがこの世にはありま

す。たとえば「転ばぬ先の杖」。あるいは「堪忍

袋の緒」。こういうものは、どこに行ったら手に

入れられるのでしょうか？このような素朴な疑問

とニーズにお応えするべく、吉田篤弘と吉田浩美

による制作ユニット、クラフト・エヴィング商會

が、この世のさまざまなる「ないもの」たちを、

古今東西より取り寄せて、読者に届ける。

ＮＳで話題沸騰の「オモコロ」大人気シリーズを書籍

化！「読書の常識が変わる……。これは全く新しい本

の読み方です」――雨穴氏。「ついに日本一おもしろ

く『走れメロス』を読む人間が現れた」――ダ・ヴィ

ンチ・恐山氏。「生まれて一度も読書をしたことがな

い男が本を読んだら、一体どうなるんだろう」そんな

素朴な疑問がきっかけで生まれた「本を読んだことが

ない32歳が初めて『走れメロス』を読む日」というオ

モコロ記事。１人の男が人生で初めて本を読む。ただ

それだけの記事が爆発的に拡散され、100万人の目に留

まる大ヒット記事に……！『変な家』大ヒット雨穴が

短編寄稿！

大人になってから、読書を楽しめなくなった」「仕事

に追われて、趣味が楽しめない」「疲れていると、ス

マホを見て時間をつぶしてしまう」……そのような悩

みを抱えている人は少なくないのではないか。「仕事

と趣味が両立できない」という苦しみは、いかにして

生まれたのか。自らも兼業での執筆活動をおこなって

きた著者が、労働と読書の歴史をひもとき、日本人の

「仕事と読書」のあり方の変遷を辿る。そこから明ら

かになる、日本の労働の問題点とは？すべての本好

き・趣味人に向けた渾身の作。

「おもしろいから書くのではない、書いて

いるからどんどんおもしろいことが増え

る」小説、エッセイ、短歌、絵本と幅広い

創作で注目される作家、くどうれいん。そ

の創作の原点は日記にあった。そんな彼女

の日記の初の書籍化が本書である。日々の

短文日記＝「日記の練習」とそれをもとに

したエッセイ「日記の本番」をとおして浮

かび上がる、作家くどうれいん一年間の生

活と思考と情動。

「活版印刷三日月堂」など人気シリーズを数々手

掛ける著者が贈る魅力的なショートストーリーの

書き方入門書！活版印刷や和紙、金継ぎ、和菓子

などの伝統文化を題材としたおはなしを執筆する

一方で、Xで140字の短いおはなしを10年以上発

表してきたほしおさん。本書は、そんなほしおさ

んがこれまで講座等で教えてきた140字小説の構

成の組み立て方や書き方のポイントに加え、ほし

おさん自身の作品がどのように生まれたか、コン

テスト入賞者の方の作品がどのように優れている

のかなどの解説も盛り込んでいます。

大阪府立桜宮高等学校図書館　２０２5年 ７ 月

 １学期末試験も終わり、本格的な夏を迎えました。各学年それぞれ新しいクラスにもだいぶ慣れたことと思

います。夏休みを前に、図書館には本屋大賞の本を含め、新しい本が沢山入りましたので、是非立ち読みに

来て物色し、夏の期間を利用して大いに借りて読んでください。図書館は特別時間割中は3限終了後から２時

まで。７月22日の終業式以降も８月１日（金）までの間、平日毎日１０時～２時の間開いていますので、

（7月29日（火）のみ休館）、気軽に遊びに涼みに来たり、宿題や受験勉強に様々利用してください。

1964年元旦、長崎は老舗料亭「花丸」――侠客たちの怒号と悲

鳴が飛び交うなかで、この国の宝となる役者は生まれた。男の

名は、立花喜久雄。任侠の一門に生まれながらも、この世なら

ざる美貌は人々を巻き込み、喜久雄の人生を思わぬ域にまで連

れ出していく。舞台は長崎から大阪、そしてオリンピック後の

東京へ。日本の成長と歩を合わせるように、技をみがき、道を

究めようともがく男たち。血族との深い絆と軋み、スキャンダ

ルと栄光、幾重もの信頼と裏切り。舞台、映画、テレビと芸能

界の転換期を駆け抜け、数多の歓喜と絶望を享受しながら、そ

の頂点に登りつめた先に、何が見えるのか?  朝日新聞連載時か

ら大きな反響を呼んだ、芸術選奨文部科学大臣賞、中央公論文

芸賞をW受賞  上巻　青春篇　下巻　花道編

紀元前１３００年代後半、古代エジプト。死んでミイ

ラにされた神官のセティは、心臓に欠けがあるため冥

界の審判を受けることができない。欠けた心臓を取り

戻すために地上に舞い戻ったが、期限は３日。セティ

は、自分が死んだ事件の捜査を進めるなかで、やがて

もうひとつの大きな事件に直面する。棺に納められた

先王のミイラが、密室状態であるピラミッドの玄室か

ら消失したというのだ。これは、唯一神アテン以外の

信仰を禁じた先王が葬儀を否定したことを物語るの

か？タイムリミットが刻々と迫るなか、セティはミイ

ラ消失事件の真相に挑む！第22回『このミステリーが

すごい!』大賞・大賞受賞作

2022年2月に始まったロシアとウクライナの戦争

について書いたノンフィクション。戦況の激化し

ていく同年7月までの日々が、作家の観察眼で

生々しく綴られている。ウクライナの状況をよく

知らない読者にも理解しやすいよう配慮されてい

て読みやすい。全体として、作家自身が実際に見

聞した具体的な出来事と、その背景説明や思索に

あてられた部分がほどよいバランスで融合した、

非常に優れたルポルタージュになっている──解

説　ロシア文学者 沼野恭子

アメリカには、南北戦争以来の分断の歴史が存在して

いた。そのさまざまな分断を表面化させたのが、トラ

ンプの出現だった。いま、民主主義は危機に直面して

いる。アメリカの選択は、世界をどう変えるのか。イ

ンフレ、経済格差、宗教問題、移民問題など、数々の

課題が山積し、さらにロシアのウクライナ侵攻やイス

ラエルのパレスチナ攻撃に対するバイデン政権の対応

も不安定であった。加えて、トランプが残した分断は

確実に拡大を続けている。分断進むアメリカの現状

と、それが日本や世界に及ぼす影響を、幾度も現地に

渡って取材を重ねてきた池上彰が鋭く分析する。



受贈本　中村先生より

※図書館に入れて欲しい本が

あれば、職員室前や図書館に

置いているリクエスト用紙に

どんどん書いて、図書館前の

BOXに入れるか、総務部の先

生か加藤まで申し込んでくだ

さい※		

		

虫も殺せぬ優男、結婚詐欺師……？77歳で孤独

死した老人の、誰も知らない波瀾に満ちた意外な

人生とは？犯罪者だと町で噂されていた老人が、

孤独死した。部屋に残っていたのは、彼が手ずか

ら咲かせた綺麗な“花”―。生前知り合っていた女

子高生・安珠は、彼のことを調べるうちに、意外

な過去を知ることになる。淡く、薄く、醜くも、

尊い。様々な花から蘇る記憶―。『52ヘルツの

クジラたち』町田そのこの新作は、一人の男と美

しい花を巡る物語。

『カキフライが無いなら来なかった』『まさか

ジープで来るとは』など、又吉直樹とともに自由

律俳句作家として活躍するせきしろ・初の単独句

集。郷愁の極北をゆく全320句。枠の中で生きら

れなかった俳人が定型ではなく自由律を志すこと

に必然性を感じるが、せきしろさんも平穏無事に

社会生活を送れる感性ではない。やはり、せきし

ろさんも自由律を選んだのではなく、魂の形がす

でに自由律だったのだろう。――又吉直樹（解説

より）

いつも図書館で、みんなの図書の貸出受付を

担当してくださっている上本さんが、ある

テーマに沿った本をセレクトし、入口正面の

コーナーに展示してくださっています。前回

は「雨にまつわる本」。今回は「夏に読みた

いおすすめ小説」です。テーマごとに読み比

べたり、次はどんなテーマになるか楽しみに

図書館を訪れてください。

初めて物語の中に私に似た人を見つけた日のこと、東京とソウ

ルで参加したプライドパレードのこと、日本の同性婚訴訟や

パートナーシップ制度のこと、同じ時代を生きている誰かの痛

みや怒りや悲しみが、まるで自分のことのように思えることが

ある。乳化した水と油のように混ざり合ってしまう。だけどあ

なたはあなたでしかなく、私は私でしかない。他者同士である

私たちが、重なったりずれたりしながらともにあるため「共

感」と「距離感」。その可能性と難しさについて。「わかる」

なんて簡単に言えない、「わからない」とも言いたくない。ゲ

イとして、シスジェンダーの男性として、著者が日常の中で直

面したエピソードを描きます。

「このクラスには『いじめ』がありました。それは赦されるべきことでは

ないし、いじめをした人間は死刑になるべきです」とある女子高の卒業式

直前、担任教師による“特別授業”が始まった。突如開始されたデスゲーム

に２７人全員が半信半疑だったが、余った生徒は左胸のコサージュの仕掛

けにより無惨な死を遂げる。自分が生き残る存在だと疑わない一軍、虚実

の友情が入り混じる二軍、教室の最下層に生息し発言権のない三軍―。生

き残って卒業できるのは、果たして誰か？

【ルール】

・二人一組になってください。・誰とも組むことができなかった者は、失

格になります。その回の失格者が確定したら、次の回へと続きます。・一

度組んだ相手と、再び組むことはできません。・残り人数が偶数になった

場合、一人が待機となります。・特定の生徒が余った場合は、特定の生徒

以外全員が失格になります。

・最後まで残った二人、及び一人の者が、卒業式に出席できます。・授業

時間は60分です。

主人公の小鳥のささやかな楽しみは、仕事の帰り道に灯りのと

もったお弁当屋さんから漂うおいしそうなにおいをかぐこと。

人と接することが得意ではない小鳥は、心惹かれつつも長らく

お店のドアを開けられずにいた。十年ほど前、家族に恵まれ

ず、生きる術も住む場所もなかった18歳の小鳥に、病の自身の

介護を仕事として依頼してきたのは、小鳥の父親だというコジ

マさんだった。病によって衰え、コミュニケーションが難しく

なっていくのと反比例するように、少しずつ心が通いあうよう

にもなっていたが、ある日出勤すると、コジマさんは眠るよう

に亡くなっていた。その帰り、小鳥は初めてお弁当屋さんのド

アを開ける――いいにおいをかぐこと。いやなことにいやだと

言うこと。大好きな人に触れること。心と体を取り戻す物語。

俳優・長井短、初の小説集！　私たちは何

度も同じ夜をなぞり続ける──。変わりた

くないというピュアな願いが行き着く生へ

の恐怖を描いた表題作に加え、アップグ

レードする時代についていけない女子高生

を描く「万引きの国」。学生時代の親友と

のどうしようもなくしょうもない交流を描

いた短編「犬山くん」全三篇。長井短にし

か描けない言葉が躍る、恋と友情、怒りと

怠惰の小説集。

割りあてられた「男」という性別から解放され、高校の演劇部

で人魚姫役を演じきった。そんな真砂（まさご）が「女の子と

して生きようとすること」をやめざるをえなかったのは―。

『人魚姫』を翻案したオリジナル脚本『姫と人魚姫』を高校の

文化祭で上演することになり、人魚姫を演じることになった真

砂は、個性豊かな演劇部のメンバーと議論を交わし劇をつくり

あげていく。しかし数年後、大学生になった当時の部員たちに

再演の話が舞い込むも、真砂は「主演は他をあたって」と固辞

してしまう。自分で選んだはずの生き方、しかし選択肢なんて

なかった生き方。社会規範によって揺さぶられる若きたましい

を痛切に映しだすトランスジェンダーの物語。

理想を求める中間管理職の奮闘に切り込

む、シニカルなボディ・メイキング文学。

勤務先で係長に抜擢された後藤は、ボディ

ビルの選手でもあった。ある日、社内の人

材の無駄に切り込み組織の代謝を上げると

大会に向けて停滞中だった減量も進むこと

に気づき、身体を仕上げるべくチームの脂

肪の除去に驀進し始める。肉体と組織がシ

ンクロしたとき、たたき出されるのはベス

トパフォーマンスか、それとも――

第67回群像新人文学賞受賞！新たな

戦争の時代に現れた圧倒的才能！21

歳の現役大学生、衝撃のデビュー

作。

先祖の魂が還ってくる盆の中日、幼

い少年と少女の前に、78年前に死ん

だ日本兵の亡霊が現れる――。時空

を超えて紡がれる圧巻の「語り」

が、歴史と現在を接続する！

大物作家が遭遇した海外、国内での抱腹絶倒の出

来事から身辺に起こるドラマチックな出来事を絶

妙の筆致で描く。ソースなのか醤油なのかタルタ

ルなのかそれとも……。表題作の『アジフライの

正しい食べ方』など読み応えたっぷり。誰もが好

きなあの一皿はどう食べるべきなのかを真剣に考

察した表題作、怪しい害虫駆除業者がやってきた

「事件の〓末」、ロサンゼルスの砂漠で出会った

幻の味「ホッドドッグ＆ハンバーガー」ほか珠玉

の全４０篇。食と旅と笑いのエピソード満載の傑

作エッセイシリーズ！

フリマアプリで、「カシルさま専用」として箱を

出品すると、必ず落札される。しかし、カシル様

への箱には、何も入れてはならないという決まり

があった。中にメッセージカードを入れた生徒の

運命とは（「カシル様専用」）。このクロスワー

ドは普通のものとは違う…。それに気づいた時に

は、もう戻れない（「穴埋め作業」）。あなたの

恐怖の概念が塗り替わる８編が詰まった、連作短

編集。読んでいると浮かび上がってくる、□とは

いったい―。

日本ほど、外国料理をありがたが

る国はない！なぜ「現地風の店」

が出店すると、これほど日本人は

喜ぶのか。博覧強記の料理人・イ

ナダシュンスケが、中華・フレン

チ・イタリアンにタイ・インド料

理ほか「異国の味」の魅力に迫る

エッセイ。

猫の写真ばかり撮ってしまうのは、なぜ？高性能化するスマホ

のカメラ、ＳＮＳ、生成ＡＩの登場―。まったく新しい視点を

私たちに授け、存在そのものも変化し続ける「写真」とはそも

そも何なのだろうか。第１章　戦争と疫病の写真（自撮りをす

るゼレンスキーと、しないプーチン；コロナと顔をめぐる写真

論　ほか）

第２章　スクショと四人称のリアル（写真はスクショに「戻っ

た」；スマホ越し写真と四人称のリアル　ほか）

第３章　顔と自撮り（顔のランドスケープ　一八世紀のスマー

トフォン；月食とポートレイト　ほか）

第４章　スマホ画面と写真の原理（「プレビュー」の誕生と消

滅；手のひらと移動する写真　ほか）

このままじゃ不登校んなるなぁと思いなが

ら、僕は小学生の時にバッテリーを組んで

た一個下の春と再会した。そしたら一瞬に

して、僕は怪しい闇バイトに巻き込まれ始

めた…。でも、見たり聞いたりした世界が

全てじゃなくって、その裏には、というか

普通の人が合わせるピントの外側にはまっ

たく知らない世界がぼやけて広がってた

―。第４７回すばる文学賞受賞作。

「私」にはいくつか顔がある。マッチングアプリ

でノンケの男を釣って喰っては「たいちょー」と

して行為シーンを裏アカに上げ、平日昼間はＳＩ

ｅｒ企業の院卒若手正社員「忠岡」として労働し

ながら、新宿区住まいの家賃のために「うた

ちょ」の姿で男の娘コンカフェのキャストとして

立つ元“高専の姫”ポジション―ペルソナたちがハ

レーションする、どうしようもない人間のどうし

ようもない梅雨明けまでの一ヶ月。第４０回太宰

治賞受賞作＆第４６回野間文芸新人賞候補作！

会社員の實成は、父を亡くした後、得体のしれない不

安（「モヤヤン」と呼んでいる）にとり憑かれるよう

になった。特に夜に来るそいつを遠ざけるため、とに

かくなにも考えずに、ひたすら夜道を歩く。そんなあ

る日、会社の同僚・塩田さんが女性を連れて歩いてい

るのに出くわした。中学生くらいにみえるその連れの

女性は、塩田さんの娘ではないという…。やがて、何

故か増えてくる「深夜の散歩」メンバー。元カノ・伊

吹さん、伊吹さんの住むマンションの管理人・松江さ

ん。皆、それぞれ日常に問題を抱えながら、譲れない

もののため、歩き続ける。いつも月夜、ではないけれ

ど。

近所の川沿いを散歩するのが日課の早乙女雄大。入院

中の愛する人との残り少ない日々の過ごし方や、ある

告白をきっかけに家を出てしまった家族のこと、あれ

これと思い悩みながら歩いていると、親子風の二人組

に出会う。親に見える人は何やら思い詰めた表情で

「自分の人生をあきらめたい」と言う…。ふとした

きっかけで生まれた縁だったが、やがて雄大は彼らと

火星に移住し、「オリンポス山」に登ることを決意す

る…！？「あきらめる」ことで自らを「あきらかにし

ていく」――火星移住が身近になった、今よりほんの

少し先のミライが舞台の新感覚ゆるSF小説。

真面目でしっかり者の沙也加は、丁寧な暮らしで

生活を彩り、健康的な手料理で夫を支えていた。

しかしある日突然、夫から離婚を切り出される。

理由を隠す夫の浮気を疑い、頻繁に夫が立ち寄る

定食屋「雑」を偵察することに。大雑把で濃い味

つけの料理を出すその店には、愛想のない接客で

一人店を切り盛りする老いた女店主の“ぞうさん”

がいた。夫の真意を探るため、沙也加はこの定食

屋「雑」でアルバイトをすることになり―。年齢

も立場も異なる女たちが明日を切りひらく。読め

ば勇気がもらえる、心温まる物語。

ボム bomb(街にグラフィティを書いたり、ス

テッカーを貼ったりする行為。またはその痕跡。

特に違法に行われるものを指す)。「日本のバン

クシー」と耳目を集める新鋭“ブラックロータ

ス”。彼の正体を熱心に追うウェブライター。ス

トリートにこだわり続けるグラフィティライター

“ＴＥＥＬ”。そして「落書きなんて流行らない時

代」に落書きを始めた青年。「俺はここにいる

ぞ」と叫ぶ声が響く、新世代のクライム・ノヴェ

ル！第３１回松本清張賞受賞作。

毎日同じ時間に出勤退勤し、同じようなご飯とサブス

ク動画を詰め込む「ルーティン人生」を送る、45歳一

人暮らしの「兼松書房」労務課勤務・浜野文乃（はま

のあやの）。ある日、上司の指示で、「捻挫で三週間

の在宅勤務」を続ける編集者・平木直理（ひらきなお

り）の自宅へ行くと、そこにはホストクラブの高額レ

シートの束や、シャンパングラスと生ハム、そして仕

事用のiPadが転がっていて――。

ルーティンを愛する45歳事務職×ホスクラ通いの20代

パリピ編集者。同じ職場の真逆のタイプの女から導か

れて出会ったのは、忘れかけていた本当の私。

「とにかくヘンな小説をお願いします」そんな型

破りな依頼に応えるべく、炒めて煮込んで未知の

旨味を引き出した傑作集。世界にはまだまだ明ら

かになっていない秘密があります。正しい恨みの

晴らし方とか、行列に並ぶ最良のタイミングと

か、披露宴でやってはいけない余興とか、裏切り

者に見える男が覗き込んだ深淵とか、あなたに

もっともふさわしい名前とか―。ここに、そのヒ

ントがあります。気付くも気付かないも、あなた

次第です。日々の違和感を増殖、暴走させてたど

り着いた前人未到の傑作集。

古くなった建外装修繕を専門とする新田テック建装

に、内装リフォーム会社から転職して２年。会社の付

き合いを極力避けてきた波多は同僚に誘われるまま六

甲山登山に参加する。その後、社内登山グループは正

式な登山部となり、波多も親睦を図る目的の気楽な活

動をするようになっていたが、職人気質で職場で変人

扱いされ孤立しているベテラン社員妻鹿があえて登山

路を外れる難易度の高い登山「バリ山行」をしている

ことを知ると……。会社も人生も山あり谷あり、バリ

の達人と危険な道行き。圧倒的生の実感を求め、山と

人生を重ねて瞑走する純文山岳小説。２０２４年第１

７１回芥川龍之介賞受賞。

『生まれた時からアルデンテ』から10年、

やっぱり虚無にはごはんが効く。「きっと

私は世界を理解したい。そのための手段

が、食べものだったのだ。」実家すぎる店

からいつかは訪れたい名店まで、人より貪

欲に食べ、言葉を探し続けた20年。その末

に見た〈食とは何か〉の（今のところの）

結論がここにあり！　著者が自らに課した

100本ノック＝書き下ろし「ごはん100点

ノート」を大収録。

二度と戻らないつもりでいた桜の町に彼を引き戻

したのは、一本の電話だった。「高砂澄香が自殺

しました」。澄香――それは彼の青春を彩る少女

の名で、彼の心を欺いた少女の名で、彼の故郷を

桜の町に変えてしまった少女の名だ。澄香の死を

確かめるべく桜の町に舞い戻った彼は、かつての

澄香と瓜二つの分身と出会う。あの頃と同じこと

が繰り返されようとしている、と彼は思う。ただ

しあの頃と異なるのは、彼が欺く側で、彼女が欺

かれる側だということだ。人の「本当」が見えな

くなった現代の悲しい罪を描く青春ミステリー!


